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山口県では、未来につながる家庭での体験的な学び。探究的な学びをA援するため

に、「家族でやま学の日」を導入します。

「やま学」とは、「やまぐち型地域体験。探究学習」の略称です。「やまぐちで学しSミ」「や

まぐちを学ぶ」をモットーに、平日だからこそできる学校外での学習活動を、お子さんと

一緒に計画してみませんか。

○休暇を家族で一緒に過ごせる仕組みづくりのための新しい学び方・休み方です。

○山□県内の公立学校 (小・中学校、高等学校、特別支援学校)(こ通う子どもたちが、体業日以外

に家族とともに、校外 (家庭や地域)で、体験や探究の学び・活動を考え、企画し、実行するこ

とができる日が、「家族でやま学の日」です。

○保護者の休暇に合わせて、事前に申請手続きを行うことで、活用できます。

○校外での自主学習活動であるため、登校しなくても欠席とはならず、「出席停止等」と同じ扱

いになります。                             :
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①計画を立てよう
○伺のために、何を学心ヽか、どこへ行くか等、家族で一緒に計画を考えましょう。

O計画をもとに、申請の準備をしましょう。

② 申請手続きをしよう
○出かける前に、保護者が申請手続きをします。(お住まいの市町によつて異なります。)

O校長先生からの承認を受ければ、手続きは完了です。

③ 「 家 族 で や ま 学 の 日 」 を 満 喫 し よ う

○体験的・探究的な学び・渚動を楽しみましょう。

④振り返ろう
○おうちに帰つたら、活動の振り返りを行い、

◆後の学校生活や日常生活にどのように生かしていくか、話をしましょう。

□「家族でやま学の日」は、事前に申請手続きを行う財要があります。

□お住まいの市町によつて、「家族でやま学の日」を活用できる日数や澄星できない日が異なり

ます。詳しいことは、学校へお間い合わせください。

□「家族でやま学の日」を活用したことで受けられなかつた授業内容は、原則 家ヽ庭で補うことと

なります。
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★「家族でやま学の日」の活動のポイント★
□「家族で一緒に過訂 時間」が大切です。

□「何のために、何を学ぶか」を事前に子どもと一緒に話し合つてみてください。

□遠くヘイ子かなくても、身近な地域にも「学びの種」はあふれています。

◆地域の史跡めぐり◆ ◆身近な植物調査◆ ◆いろいうな表現で◆

◆家族で農業体験◆ ◆自然を感じる◆ ◆新たなスポーツヘの
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地域ガイドと一緒に史

跡をめぐり、地元の歴史

について学び、新聞やス

ライドにまとめてみよう

収穫 した野菜などを

使つたオリジナル献立を

考え、調理を計画して、

家族にふるまつてみよう

家の周りの値物につい

て図鑑やインターネット

を使つて調べ、分布や

季節による違いを整理

してみよう

家族で使う食器など、

自由な発想で形作り、

実際に使つた感想を交

流しよう

普段学校では経験でき

ないニュースポーツに、

家族みんなで挑戦した

り、独自の,レールを考案

したりしてみよう

山や川、海などの自然

に触れ、そこでしかでき

ない体験をしてみたり、

写真などの記録におさ

めたりしてみよう

Ql
「家族でやま学の日」Q&A

「家族でやま学の日」を畠続して活用することはできますか?

また、残つた日は、次年度に繰り越すことはできますか?

「家族でやま学の日」を連続して活用することはできますが、残った日数を次年度に繰り越すことはできま
せん。

Q2 急速休みが取れることになつた場合、前日に「家族でやま学の日」を届け出る
ことはできますか?

申請手続きの期限については、管轄の教育委員会によって異なりますので、学校またはお住まいの市町教育
委員会にお間い合わせください。しっかりとした計画を立てて学習活動を行つていただきたいので、早めの申
請をお願いします。

Q3「家族でやま学の日」に、旅行に出かけてもよいのですか?

やま学 (やまぐち型地域体験 。探究学習)ですので、「体験」「探究」の学びの要素が跡要です。「楽 しかっ
た」だけの取組にならないよう家族でよく話 し合いて「何を学心ヽため、どこで、どのような体験や探究に取り
組むのか」など、計画を立てて実行に移すことズ〕ヾ重要です。


